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備考

収入

　　運営費交付金 29,492 28,514 △ 978 （注1）

　　施設整備費補助金 6,140 5,072 △ 1,068 （注2）

　　自己収入 47,072 44,281 △ 2,791

　　　　授業料及び入学金検定料収入 （注3）

　　　　附属病院収入 （注4）

　　　　雑収入 （注5）

　　産学連携等研究収入及び寄附金収入等 4,446 5,604 1,158 （注6）

　　補助金等収入 2,177 6,950 4,773 （注7）

　　長期借入金収入 1,124 1,124 0

　　目的積立金取崩 2,172 993 △ 1,179 （注8）

92,624 92,540 △ 85

支出

　　業務費 79,164 70,477 △ 8,687

　　　　教育研究経費 （注9）

　　　　診療経費 （注4）

　　施設・設備整備費 7,493 6,461 △ 1,032 （注２，8）

　　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 4,446 5,118 672 （注6）

　　補助金等 633 6,407 5,774 （注10）

　　長期借入金償還金 889 872 △ 17

92,624 89,335 △ 3,289

※ 本表の数値は単位未満を四捨五入しているため、合計と内訳の計が一致しない場合があります。

○予算と決算との差異について

（注1）

（注2）

（注3）

（注4）

（注5）

（注6）

（注7）

（注8）

（注9）

（注10） 新型コロナウイルス感染症患者受け入れ等に伴う各種補助金の交付により増加したため、予算額に比して決算額が増加し
ております。

期末手当の支給月数の引き下げによる人件費単価の減並びに実績給の減、人員減による人件費の減少及び、新型コロ
ナウイルス感染症対策における出張自粛に伴う旅費等の減少や国際交流事業の延期・休止等により、予算額に比して決
算額が減少しております。

大阪府の高等教育の修学支援制度の実績により減額したものの、新型コロナウイルス感染症患者受け入れ等に伴う各種
補助金の交付により増加したため、予算額に比して決算額が増加しております。

受託研究等の獲得に努めたことにより、予算額に比して決算額が増加しております。

新型コロナウイルス感染症対応のため、病院内の工事等を中止したことにより、予算に比して決算額が減少しております。

37,914 36,101

34,376

新型コロナウイルス感染症対応の病棟閉鎖等による患者数の減少により、予算額に比して決算額が減少しております。

国及び大阪府の高等教育の修学支援制度の実績減により、予算額に比して決算額が増加しております。

各種工事の入札結果により、予算額に比して決算額が減少しております。

国の高等教育の修学支援制度の実績減等により、予算額に比して決算額が減少しております。

計

△ 6,874

△ 1,813

41,250

新型コロナウイルスワクチン職域接種等の対策協力により予算に比して決算額が増加しております。
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区分 予算 決算
差額

（決算-予算）

7,713 9,193 1,480

計

37,876 33,253 △ 4,623

1,483 1,835 352




